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発表演題名 近年の福井県におけるエンテロウイルス系疾患からの病原体検出 
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発表内容 エンテロウイルス（EV）は、不顕性感染や、熱性疾患、発疹性疾患お

よび中枢神経疾患など、多種多様な疾患の発症に関与することが知られて

おり、EV の流行動態の把握は保健衛生上重要である。そこで、EV 関連

疾患疑い患者からの病原体検出を実施し、近年の流行動態を調査した。 

検査対象は、当センターに検査依頼があった県内在住の EV 関連疾患疑い

患者で、平成 22～25 年度（平成 22 年 4 月～26 年 3 月）に採取された計 165

名、228 検体（糞便 64 検体、髄液 57 検体、咽頭拭い液 107 検体）とした。

検査方法は CODEHOP VP1 RT-seminested PCR (Nix. et al. 2006)を用い、

EV 遺伝子の検出を実施した。得られた VP1 領域について、ダイレクトシーク

エンス法により塩基配列を決定し、BLAST 検索で遺伝子型を決定した。さら

に、EV71 については、決定した塩基配列からプライマー配列を除いた領域

（324nt）の系統樹解析を実施した。 

検査の結果、無菌性髄膜炎の患者 40 名については、B 群コクサッキーウイ

ルス(CoxB)2、CoxB3 およびエコーウイルス(Echo)6 が各 4 名、CoxB1、Echo7

および EV71 が各 2 名、A 群コクサッキーウイルス(CoxA)9 および CoxB5 が

各 1名から検出された。手足口病の患者 30名についてはCoxA6が 16名、EV71

が 5 名、CoxA10 および CoxA16 が各 2 名から検出された。ヘルパンギーナの

患者 11 名については、CoxA6 が 4 名、CoxA4、CoxA5、CoxA8 および CoxA10

が各 1 名から検出された。その他の EV 関連疾患疑い疾患の患者 84 名につい

ては、CoxA4、CoxB3、Echo6 およびライノウイルス（HRV）が各 3 名、CoxA9

および EV71 が各 2 名、CoxA2、CoxA6、CoxA10、CoxB5、Echo25 およ

び EV68 が各 1 名から検出された。 

本調査で 9 名 11 検体から検出された EV71 について系統樹解析を実施した

結果、平成 22 年度検出株は Subgroup C、平成 24 年度および平成 25 年度検

出株は Subgroup B に分類され、さらに平成 24 年度検出株と平成 25 年度検出

株では異なるクラスターを形成した。EV71 は、疾患の違いに関わらず、年々

変化して流行している可能性が示唆された。 

 


